
第18回 全国高等学校情報教育研究会全国大会（千葉大会） A-8

ワクワク情報Ⅰ総ざらい実習指導実践と生徒成果物

都立松が谷高等学校

都立南多摩中等教育学校

都 立 田 無 高 校

非常勤講師 布村 覚

オンデマンド版筆者サーバ授業用

https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/on_demand/Chiba_A8_nuno.mp4
https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/joho_strnun23.html


対象校： トキワ松学園中学校高等学校 高校1学年4クラス

指導科目：情報Ⅰ（上位科目設置なし）

指導環境：普通教室のみ、プロジェクタ（黒板サイズの1/3ほど）

指導ツール: Surface Go3 (Win10/11混在) ,Microsoft 365,Teams

指導方針：大学入学対策を主目的とせず、探究的な学びに重点

年間目標：課題解決のための情報を活用・表現する実践力育成

要件定義：本実践の背景と目標



知識の統合と活用および探究的な学び

データ分析、情報デザイン等の連携 成果物作成（包括的な体験）

個々の経験値アップを重視 一人一成果物（主体性の醸成）

仮説 データ分析 考察 表現 一連のプロセスを個々に経験

成果物作成過程に「遊び」の要素 知的好奇心と主体性を引き出す

プレゼンテーションとオンデマンド配信の差違(効率面)

本報告実践のねらい：情報Ⅰの内容を総動員する総まとめ実習



①電源ボタン
②音量
③Windows Hello カメラ
④スタジオ マイク (デュアル マイク)
⑤ヘッドセットとマイク ジャック
⑥USB-C ポート
⑦Surface Connect ポート

https://support.microsoft.com/ja-jp/surface/surface-go-3より引用

That’s All



２学期までの指導済み実習

1学期) HTML実習 2学期)プログラミング(python)実習 3学期)本発表の実習

実践の全体フロー



データベースへの問い合わせと操作
1. オープンデータ CSV sAccessにプリセット

2. 関係演算 CSVファイル 表計算ソフト



For trial = 1 To 10000
For n = 1 To 100

If Rnd >= 0.5 Then
ws.Cells(n, 1).Value = 1

Else
ws.Cells(n, 1).Value = 0

End If
Next n
Application.Calculate
sumValue = 0
For n = 1 To 100

sumValue = sumValue + ws.Cells(n, 1).Value
Next n
ws.Cells(trial, 2).Value = sumValue

Next trial

1. 事前指導：二項分布から近似正規分布作成 ベルカーブ

2. 標準偏差（概念のみ）の理論値と分析値の一致

3. 100個コイントス10000回

 シミュレーション

理論値σ=√np(1-P)=5

VBA処理の遅さ

視覚的に動作把握

探究的データ分析 Step1 事前指導

乱数処理
条件分岐

反復
入れ子

Python 既習
事項と擦り合せ

配列
作成



人工音声：VOICEVOX



理論値σと合致



σ=√np(1-p) = 5



Python（左）、R（右）
コイン10000個、試行20000回

⇓
速すぎ！

初学者の生徒には
処理過程を伝えにくい



基本統計量、ヒストグラム、パレートなど

リアルデータセット 情報Ⅰでは欠損値補完を省略

単回帰分析、残差平方和最小化の概念

相関、相関係数、決定係数とモデル精度

A) 線形回帰 B) 多項式回帰 C)移動平均法

上位科目では標準化、重回帰（欠損値補完）、検定など

探究的統計分析 Step2 分析指導の範囲



分析結果可視化
(図・グラフ)

画像メディア

テキスト追記

テキストメディア

人工音声、自声で
口述解説

音声メディア

総時間3分～5分
ライトニングトーク

統合

mp4ファイル作成

動画メディア

メディア統合（マルチメディアデザイン）



HTMLによるコンテンツ挿入既習内容とのすり合わせ



バイナリデータ分析既習内容とのすり合わせ

例：グラフをGIFで保存
バイナリエディタへi

教科書ASCII表確認

GIFの宣言



バイナリデータ分析既習内容とのすり合わせ

例：音声をWAVEで保存
バイナリエディタへi

教科書ASCII表確認

RIFF WAVEの宣言



バイナリデータ分析既習内容とのすり合わせ

例：動画をMP4で保存
バイナリエディタへi

教科書ASCII表確認

ftypmp4 の宣言



旧課程の実践を簡略化 大学入試対策を見据えると実践は不可能

データセット オープンデータの最新化に留意（回帰に影響）

評価ポイントは以下の通り

成果物に、グラフ、テキスト、音声メディア全てが含まれること

動画の尺を3～5分として、mp4ファイルとして出力されていること

分析に「回帰・相関・基本統計量・移動平均」の2つ以上含むこと

留意点と考察



動画コンテンツ完成 約8割の生徒（他はpptxファイル提出）

生徒個人端末のハードウェア障害頻出（年間）とOSの混在

HTMLのサーバへの転送（和歌山大会にて発表）不可能

仮想サーバを立てるLANが必要 Webプラットフォームに活路

ワークフローに関する「工程管理と進捗評価」の組込み

個別問題解決 グループでの共有・管理は不可能（二律背反）

残留課題１



統計指導の手だて 表計算ソフトの妥当性

初学者 データ処理の流れや意味を段階的な理解に有利

VBA処理の遅さ 視覚的な理解に有利

Python・R活用：進展性に利点 情報Ⅰ、数学Ⅰ・B既修者対象

大学入試を視野 語句整理、問題解法技術

本実践報告は、冒頭の要件定義に基づく個別事例のひとつ

残留課題２



総務省人口データ（1920‐2020）
からpythonによる回帰

ライブラリ活用⇒公式活用レベル





２.
手
作
業
回
帰

同じデータセット
表計算による回帰

ツール活用⇒道具レベル



欠損値補完プログラムと重回帰およびデータの標準化

回帰モデルの評価および目的変数の改善プラン

データ分析に基づく意思決定

T検定、F検定、Z検定、χ二乗検定

ピボットテーブルのリアルな活用

その他

上位科目での統計分野展開



生徒成果物例（編集）
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